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2009年10月15日（木）、文教大学越谷図書館を会場に、

埼玉県地域共同リポジトリ実務研修会「ゼロからの機関リ

ポジトリ：SUCRAで始める情報の発信と保存」が開催さ

れた。本講習会は、SALAと埼玉大学の共同事業として進

められている埼玉県地域共同リポジトリSUCRAの一層の

普及と参加機関の拡大を図ることを目的として、共同リポ

ジトリの全国的な連携組織であるShaReの協力を得て行わ

れたものである。当日は講師を含めて32名の参加があった。

当日のプログラムは次のとおりであった。

（１）挨拶

（２）事例紹介

①新潟医療福祉大学図書館　星名孝修氏、新潟青陵

大学図書館　高野聡氏

「NiRRで始めた機関リポジトリ」

②広島文化学園大学　弥富純子氏

「小規模図書館が共同リポジトリに参加して～広

島県大学図書館共同リポジトリ（HARP）～」

③城西大学水田記念図書館　若生政江氏

「埼玉県地域共同リポジトリ（SUCRA）への参

加をとおして―城西大学の事例―」

（３）SUCRAの紹介

埼玉大学図書館　村田　輝

（４）登録実習

（５）質疑応答・全体討議

本研修会は、機関リポジトリ初心者を対象とし、理論

よりも実践を重視した研修会であった。埼玉県と同じよ

うに地域で共同リポジトリを運用している新潟県と広島

県からも講師を派遣していただき、事例報告を行ってい

ただいたことは非常に有意義であった。当日の発表資料

はSUCRAに登載されているので、参照されたい（※）。

また、講義のみでなく、SUCRAを実際に利用しての実

習も行われ、研修会修了後には意見交換会があった。

本研修会が呼び水となったのか、その後新たに４機関

がSUCRAに参加し、データ登録を開始している。今後

の埼玉県地域共同リポジトリSUCRAの発展への期待を

いだかせる研修会となった。

※http://sucra.saitama-u.ac.jp/modules/xoonips/detail.

php?id=BIN0040

埼玉大学図書館　　村田　　輝

埼玉県地域共同リポジトリ実務研修会報告

平成21年11月28日（土）、埼玉県図書館協会・県教育委

員会主催による「図書館と県民のつどい埼玉2009」が

「浦和コミュニティセンター　浦和パルコ／コムナーレ10

階」で開催されました。SALAはこのイベントに、昨年同

様、合同展示で参加をしました。（テーマは「太宰治か

らファーブルまで～大学図書館のお宝お見せします～」）

「図書館と県民のつどい埼玉」は平成17年７月29日に

「文字・活字文化振興法」が施行され、同法により10月

27日が「文字・活字文化の日」と定められたことを記念

し、図書館サービスの一層の向上と読書活動のさらなる

推進を図るため、県民とともに図書館のあり方を考える

イベントとして開催されることとなりました。第１回は

平成19年10月27日に「図書館で未来を開こう！図書館と

県民のつどい埼玉2007」として「さいたま市民会館うら

わ」を会場に開催され、本年度で３回目となるものです。

このイベントでは午前

に記念講演を行い、午後

に分科会（展示会は午前

午後）を開催しています。

第１回はあまり知られて

いなかったこともあり参

加者は696名（延べ人数）でしたが、第２回は1,513名、

第３回は新型インフルエンザへの厳戒の中ではありまし

たが1,730名と参加者を拡大させています。展示会は終

日盛況でした。

各大学の展示内容は次のとおりです。

（跡見学園女子大学）
・“森 外と子どもたち”と題し、家庭人としての 外

埼玉大学図書館　大場　秀穂

「太宰治からファーブルまで～大学図書館のお宝お見せし
ます～」

実務研修会

図書館と県民のつどい埼玉2009記録
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に焦点をあてた。『父親としての森 外』『父の帽子』

『晩年の父』『森 外の系族』は数多い随筆群のなかで

も代表的。『舞姫』『北条霞亭』『自紀材料』（複製自筆原
稿展示）により、 外の自筆も紹介

・“ 外と跡見女学校”との関係が伺える「 外が妻に

宛てた葉書」（葉書の絵柄は跡見学園学祖、跡見花蹊が

画したもの－複製パネル展示）や、『盛儀私記』が掲載

されている跡見校友会誌『汲泉』第45号（大正４年12月

発行）の紹介

（国立女性教育会館）

男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する新聞記事の

切り抜きコレクションから、３テーマの資料を紹介

・「女性初」として活躍した人材に関する記事

・世界的な男女共同参画の推進上で画期となった「国連

婦人の十年」コペンハーゲン会議・ナイロビ世界会議

・展示会直前の全国紙記事（2009.11.10-11.25）

（埼玉大学）

・図書館所蔵の「ファーブルコレクション」

・今年度図書館内に開設された「官立浦和高等學校記念

資料室」から当時読まれていたであろう旧制高等学校の

学生たちが愛唱していたデカンショ節なる歌の三哲学

者、デカルト、カント、ショーペンハウエルの著作物・

関係著作物群

（城西大学）

・「国勢調査の歴史」と題し、第１回国勢調査報告書を

はじめ、国勢調査以前の統計資料や記念的調査の報告書

を紹介。主な展示資料は「巴奈馬太平洋萬國博覽会出品

日本帝國人口靜態及人口動態統計描畫圖竝該描畫圖ノ基

ヅケル統計表」（内閣統計局編纂　大正四年三月臨時刊

行）、植民地支配の基礎資料である「第一回臺灣國勢調

査（第三次臨時臺灣戸口調査　要覽表）」（臺灣總督官房

臨時國勢調査部　大正十一年刊行）、当時名誉職であっ

た第１回国勢調査員の名簿である「日本国勢調査記念録」

（女子栄養大学）

・教員・学生の研究成果と、図書館所蔵の食育関連の資

料の紹介。研究成果である「四つの食品群」における実

証的食品構成の確立と食教育への展開、「食育」に関す

る博士論文・修士論文・卒業研究　28点、女子栄養大学

紀要　５冊、「わくわく絵本シリーズ　３冊」、「五訂増

補食品成分表」、「食品80キロカロリーミニガイド」、「な

にをどれだけ食べたらいいの？」、「食道楽」報知社出版

刊、「食育白書」時事画報社刊

・大学刊行物「食は生命なり」や『《四群点数法》のす

すめ－健康さわやかカード』を配布

（聖学院大学）

・『ウィクリフ訳』や『ティンダル訳』の他、ドイツ印

刷術発明者であるグーテンベルクが刊行した最初の活字

印刷聖書の『グーテンベルク聖書』（複製・一葉）など

「聖書の出版と翻訳の歴史」に関する資料

・研究成果の普及還元事業である「ひらめき★ときめき

サイエンス　-本を解剖する-」の2007・2008年度報告

・日本文化学科で学んだ相沢沙呼氏の第19回鮎川哲也賞

受賞を記念し『午前零時のサンドリヨン』の紹介

（文教大学）

越谷キャンパスにある文学部３学科にちなんだ古典資

料を紹介。日本語日本文学科からは民衆文化が花開いた

江戸期の絵入り読み物の草双子や浄瑠璃等の板本、百人

一首の板木、英米語英米文学科からはイギリスで古くか

ら子供たちに親しまれ、アメリカでマザーグースとして

発展し、世界中で歌われているナーザリーライムの絵本、

中国語中国文学科からは司馬遷の『史記』関係資料を紹

介。『史記』本文に中国の代表的注釈三種を合刻したテ

キスト（明嘉靖四（1525）年～嘉靖六（1527）年　震澤
王延 刊本）、慶長古活字本（1596～1615）のテキスト、

和刻本『史記評林』（寛永十三（1636）年　京誓願寺前

八尾助左衛門尉覆種徳堂熊氏刊本）など貴重資料

（立教大学）

太宰治『人間失格』自筆草稿・初版本複製などの紹介。

大学に寄贈された太宰治の『人間失格』の草稿の一部と

思われる２枚の自筆原稿用紙、日本近代文学館が1992年

に出版した太宰治の初版本復刻版約30冊。その他『回想

の太宰治』津島美知子著（人文書院, 1978.5）、『愛は死

と共に：山崎富栄の手記』山崎富栄著（石狩書房, 1948）、

『太宰治：小説』太田静子著（ハマ書房, 1948.11）など

関連した著作物、『人間失格』が最後に執筆され、太宰

治が滞在した大宮市（現さいたま市）氷川神社付近の写

真や地図。

（立正大学）

約14,000点ある田中啓爾文庫の中から選りすぐりの絵

巻・絵図や埼玉に関する資料を紹介。『長崎和蘭陀屋鋪

圖』、『長崎阿蘭陀船出島絵巻』、『江戸切絵図』、埼玉関

連で木版本『利根川圖志』、『埼玉縣地誌略』、『埼玉縣郷

土地誌』、また、田中啓爾著の小・中高校の地図帳。な

お、「ちりめん本」2点を展示し、来場者が直接触れる機

会をつくった。
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